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歴
史
に
お
け
る
ヒ
ロ
シ
マ
の
位
置
付
け

　
戦
後
早
く
か
ら
、広
島
市
は
世
界
に「
平

和
宣
言
」
を
送
り
始
め
た
が
、
ア
ジ
ア
諸

国
に
ヒ
ロ
シ
マ
の
平
和
の
思
い
は
伝
わ
ら

な
か
っ
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
は
日
本
の
侵
略
戦

争
の
結
果
と
み
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
来
訪
時
の
広
島
市
長
、
平

岡
敬
氏
は
「
日
本
は
戦
争
責
任
を
検
証
す

る
作
業
を
怠
た
り
、
広
島
も
戦
争
の
歴
史

の
中
に
広
島
へ
の
原
爆
投
下
を
位
置
付
け

る
作
業
を
怠
っ
て
き
た
」
こ
と
に
気
付
い

た
。
彼
は
、
95
年
の
「
平
和
宣
言
」
で
日

本
の
植
民
地
支
配
と
戦
争
を
謝
罪
し
た
。

　
安
倍
晋
三
首
相
が
語
る
「
日
本
は
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
」
は
、
正
し
く
は
「
唯
一

の
原
爆
被
爆
国
」
で
あ
る
。
ド
レ
ス
デ
ン
、

東
京
な
ど
へ
の
無
差
別
爆
撃
に
先せ

ん
べ
ん鞭

を
つ

け
た
の
は
、
日
本
が
38
年
12
月
2
日
に
始

め
た
一
連
の
重
慶
爆
撃
で
あ
っ
た
。
ヒ
ロ

シ
マ
へ
の
原
爆
投
下
直
後
の
45
年
8
月
9

日
、
重
慶
『
新
華
日
報
』
紙
は
、「
中
国

人
民
は
無む

こ辜
の
日
本
人
民
は
別
と
し
て
、

日
本
軍
閥
に
は
憐れ

ん
び
ん憫

の
情
を
持
た
な
い
。

無
数
の
人
命
を
殺
傷
す
る
兵
器
は
、
国
連

安
保
理
事
会
が
使
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

べ
き
で
あ
る
」
と
書
い
た
。

　
70
年
後
の
2
0
1
5
年
11
月
2
日
、
そ

の
国
連
の
軍
縮
委
員
会
で
傳
聡
中
国
軍
縮

大
使
は
、
被
爆
地
に
世
界
の
指
導
者
の
訪

問
を
促
す
内
容
を
含
む
日
本
提
出
の
核
兵

器
廃
絶
決
議
案
に
対
し
、
中
国
の
戦
争
犠

牲
者
3
5
0
0
万
人
の
中
に
は
非
人
道
的

な
化
学
兵
器
、
生
物
兵
器
の
犠
牲
者
も
あ

る
と
し
て
、
日
本
が
広
島
・
長
崎
だ
け
に

焦
点
を
当
て
て
「
被
害
者
を
装
う
」
こ
と

に
反
発
し
た
。
彼
は
、
日
本
の
周
辺
国
と

の
和
解
は
「
国
際
社
会
が
忘
れ
る
速
度
で

は
な
く
、
歴
史
に
対
す
る
日
本
の
態
度
に

か
か
っ
て
い
る
」
と
も
語
っ
た
。

　
私
は
来
訪
し
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
に
「
ド

イ
ツ
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
戦
争
責
任
が
明
白

だ
が
、
日
本
で
は
責
任
者
の
特
定
が
難
し

い
」
と
語
っ
た
。
彼
は
即
座
に
「
そ
れ
は

軍
部
だ
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、
日
中
戦

争
で
は
軍
部
の
異
な
る
個
人
が
異
な
る
局

面
で
拡
大
を
画
策
し
、
そ
れ
が
や
が
て
軍

部
の
合
意
と
な
り
、
更
に
内
閣
と
天
皇
に

追
認
さ
れ
た
。
国
民
の
熱
狂
も
戦
争
拡
大

を
後
押
し
し
た
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で

「
過
去
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
将

来
へ
の
道
は
な
い
。
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
で

は
誰
も
、
政
治
は
道
徳
を
基
礎
に
持
た
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
洞
察
か
ら
逃
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
歴
史
を
出
来
事
と
行
為

故
シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
の
歴
史
観

日
本
に
何
を
示
唆
す
る
か

伊
藤
忠
商
事
理
事・国
際
経
済
評
論
家

石
田
　
護

解 説

　
去
る
11
月
10
日
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
元
西
独
首
相
が
死
去
し
た
。
彼
は
、
近
隣
諸
国
と
の
和
解
と
欧
州
統
合

を
推
し
進
め
た
。
私
は
彼
に
、
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
と
ヒ
ロ
シ
マ
、
戦
争
と
平
和
、
過
去
と
将
来
を
広
島
の
若
者
た
ち
と
語

り
合
っ
て
は
、
と
提
言
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
は
1
9
9
5
年
11
月
に
来
訪
し
、
広
島
大
学
で
厳
粛
に
「
追
憶
、
悔
悟
、

そ
し
て
責
任
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。
彼
の
思
想
は
今
の
日
本
の
近
隣
諸
国
と
の
関
係
に
何
を
示
唆
す
る
だ
ろ
う
か
。

い
し
だ・ま
も
る
　
広
島
大
政
経
卒
。

56
年
伊
藤
忠
商
事
入
社
、商
社
財
務

現
場
で
欧
州
統
合
、金
融
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、為
替
市
場
の
波
乱
を
体
験
。早

大
大
学
院
法
学
研
究
科
講
師
、阪
南

大
教
授
を
歴
任
。現
在
は
対
外
経
済

貿
易
大
、北
京
城
市
学
院
、武
漢
大
の

客
員
教
授
、吉
林
大
中
日
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
。広
島
県
出
身
。
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の
単
な
る
因
果
の
連
鎖
と
解
し
て
は
な
ら

な
い
。
歴
史
に
は
義
務
と
責
任
が
伴
う
」

と
語
っ
た
。
彼
は
、
歴
史
か
ら
自
国
に
不

都
合
な
事
柄
を
忘
れ
る
の
は
不
道
徳
で
、

ド
イ
ツ
は
和
解
を
請
う
立
場
に
あ
り
、
若

い
ド
イ
ツ
人
も
当
時
の
ド
イ
ツ
人
が
ド
イ

ツ
の
名
に
お
い
て
犯
し
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
、
と
説
き
続
け
た
。

　
歴
史
教
育
は
国
民
が
「
忘
れ
な
い
」
た

め
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、

40
年
に
わ
た
り
、
被
害
国
と
共
通
歴
史
教

科
書
を
協
議
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
の

高
校
生
向
け
共
通
歴
史
教
科
書
は
す
で
に

刊
行
さ
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
中
学
生
向

け
共
通
歴
史
教
科
書
は
刊
行
中
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
協
議
中
で
あ
る
。
共
通

歴
史
教
科
書
の
研
究
者
、
川
喜
田
敦
子
中

央
大
学
教
授
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
で
は
自

国
の
過
去
に
厳
し
い
視
線
を
向
け
る
こ
と

は
「
自
虐
」
と
い
う
文
脈
で
は
捉
え
ら
れ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
の
政
治
家
は
今
も
ア
デ
ナ
ウ
ア

ー
、
ブ
ラ
ン
ト
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
た
ち
が
培

っ
た
和
解
の
心
を
引
き
継
い
で
い
る
。
戦

後
68
年
の
2
0
1
3
年
9
月
、
ガ
ウ
ク
大

統
領
は
第
2
次
大
戦
の
惨
劇
の
現
場
、
フ

ラ
ン
ス
の
山
村
オ
ラ
ド
ゥ
ー
ル
を
訪
れ
た
。

彼
は
、
犠
牲
者
に
「
私
は
あ
な
た
方
に
寄

り
添
っ
て
い
る
」
と
伝
え
た
い
と
語
っ
て

い
た
。
ガ
ウ
ク
大
統
領
の
訪
問
を
受
け
て
、

一
人
の
生
存
者
は
「
長
い
間
、
ド
イ
ツ
人

へ
の
憎
し
み
と
復ふ

く
し
ゅ
う讐

心
が
心
か
ら
離
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
と
和
解
す
る

時
が
来
た
よ
う
だ
」
と
語
っ
た
。

　
満
州
事
変
以
降
の
戦
争
で
、
あ
ま
た
の

外
国
人
と
日
本
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
戦

争
は
犠
牲
者
の
数
の
悲
劇
を
生
み
出
す
。

私
た
ち
は
、
地
震
や
津
波
の
よ
う
な
天
災

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
外
国
の
軍
隊
に
よ

っ
て
命
を
絶
た
れ
た
、
あ
る
い
は
、
家
庭

を
破
壊
さ
れ
た
外
国
人
被
害
者
た
ち
の
心

情
を
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
安
倍
首
相
も

談
話
で
「
何
の
罪
も
な
い
人
々
に
計
り
知

れ
な
い
損
害
と
苦
痛
を
わ
が
国
が
与
え
た

事
実
。
一
人
ひ
と
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
が
あ
り
、
夢
が
あ
り
、
愛
す
る
家
族
が

あ
っ
た
」
と
被
害
者
の
心
情
に
思
い
を
寄

せ
た
。
し
か
し
、
彼
は
「
日
本
は
侵
略
し

た
」
と
明
言
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
彼
は
、

談
話
発
表
に
続
く
記
者
会
見
で
、「
侵
略

と
評
価
さ
れ
る
行
為
も
あ
っ
た
と
思
う
。

ど
の
よ
う
な
行
為
が
侵
略
に
当
る
か
は
、

歴
史
家
の
議
論
に
委
ね
る
べ
き
だ
」
と
語

っ
た
。
中
国
の
知
日
派
の
研
究
者
た
ち
の

多
く
は
、
日
本
の
安
全
保
障
法
制
に
つ
い

て
、
あ
の
戦
争
が
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
の
判
断
を
歴
史
家
に
委
ね
る
政
治

家
に
よ
る
も
の
だ
け
に
、
余
計
に
不
安
を

感
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
安
倍
首
相
は
、
あ
の
時
に
は
あ
の
時
の

わ
が
国
の
主
張
が
あ
り
、
当
時
の
政
治
指

導
者
の
決
断
を
理
解
す
べ
き
だ
、
と
語
っ

て
き
た
。
安
倍
談
話
は
、
そ
う
し
た
考
え

に
沿
っ
て
で
あ
ろ
う
か
、
当
時
の
世
界
情

勢
の
中
で
経
済
的
苦
境
に
陥
っ
た
日
本
が

「
進
む
べ
き
進
路
を
誤
り
、
戦
争
へ
の
道

を
進
ん
だ
」
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。
し

か
し
「
戦
争
へ
の
道
を
進
ん
だ
」
こ
と
へ

の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い

の
で
「
出
来
事
と
行
為
の
因
果
の
連
鎖
」

の
説
明
に
終
わ
っ
て
い
る
印
象
が
残
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
の
「
歴
史
を
出
来
事
と
行

為
の
単
な
る
因
果
の
連
鎖
と
解
し
て
は
な

ら
な
い
。歴
史
に
は
義
務
と
責
任
が
伴
う
」

と
い
う
歴
史
観
と
対
照
的
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
へ
の
示
唆

　
近
年
、
日
本
の
歴
史
認
識
へ
の
中
国
の

疑
念
と
中
国
の
強
硬
な
外
交
姿
勢
が
相
互

反
応
し
て
、
日
中
政
治
関
係
と
相
手
国
に

対
す
る
国
民
感
情
が
悪
化
し
て
い
る
。
現

実
政
治
の
場
で
、
両
国
は
外
交
努
力
よ
り

防
衛
力
強
化
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
日
本
の
政
治
家
や
メ
デ
ィ
ア
は
、
日

中
の
歴
史
認
識
を
政
治
状
況
や
政
治
的
駆

け
引
き
の
問
題
と
し
て
語
る
傾
向
が
あ
る
。

そ
れ
も
事
実
で
あ
る
が
、
日
中
関
係
の
行

方
を
決
め
る
の
は
究
極
的
に
は
両
国
国
民

一
人
一
人
の
心
情
で
あ
り
、
そ
の
総
計
で

あ
る
国
民
感
情
が
両
国
の
政
治
関
係
を
左

右
す
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
両
国
政
治

指
導
者
が
相
手
国
国
民
の
心
情
に
も
配
慮

す
れ
ば
、
両
国
政
治
関
係
改
善
へ
の
道
を

開
く
一
助
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
欧
州
に
お
け
る
ド
イ
ツ
と
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
日
本
を
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
。

欧
州
と
ア
ジ
ア
で
は
出
発
点
か
ら
状
況
が

違
う
。
独
仏
和
解
が
進
め
ら
れ
た
冷
戦
時
、

日
中
は
米
ソ
陣
営
に
引
き
裂
か
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
今
大
き
な
視
点
に
立
つ
と
、
自

国
の
負
の
歴
史
を
認
め
た
ド
イ
ツ
は
欧
州

諸
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
と
と

も
に
欧
州
統
合
を
牽け

ん

引
し
、
今
で
は
危
機

の
ユ
ー
ロ
圏
を
支
え
て
い
る
、
そ
の
こ
と

が
ド
イ
ツ
人
の
誇
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
対
照
的
に
、
負
の
歴
史
を
認

め
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
日
本
は
、
最

大
の
被
害
国
と
の
信
頼
構
築
に
苦
慮
し
て

い
る
。

　
日
本
の
歴
史
の
負
の
部
分
を
将
来
世
代

に
教
え
る
と
日
本
人
が
誇
り
を
持
て
な
く

な
る
と
の
意
見
が
根
強
い
が
、
負
の
部
分

を
率
直
に
認
め
て
対
中
関
係
の
し
こ
り
を

取
り
除
い
た
上
で
、
平
和
国
家
と
し
て
歩

ん
だ
戦
後
70
年
の
歴
史
を
誇
り
と
す
れ
ば

よ
い
で
は
な
い
か
。


